
第４回 フードテックワーキンググループ 

議事次第 

 

日時：令和８年５月 19日（火）10:00～12:00 

場所：農林水産省 第１特別会議室      

 

１．開会  

 

２．議事  

（１）植物工場、陸上養殖、食品機械、新規食品の官民投資ロードマップ

について 

 

（２）フードテックワーキンググループのとりまとめについて 

 

（３）意見交換 

 

３．閉会 

 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

【配布資料】 

資料１：植物工場 官民投資ロードマップ（案） 

資料２：陸上養殖      〃 

資料３：食品機械      〃 

資料４：新規食品      〃 

資料５：フードテックワーキンググループ とりまとめ（案） 

資料６：討議参考資料（日本食経済圏 展開戦略） 

資料７：討議参考資料（食領域における産業創造を加速するために） 
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